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体験１ 危険性又は有害性の特定 

 
〔個人作業〕 

前頁のイラスト（課題１、課題２）をみて、どんな危険性

又は有害性によって、どんな災害が発生するのかを想定しな

がら、次の「危険性又は有害性の特定票」を用いて、危険性

又は有害性と発生のおそれのある災害を表現してみましょ

う。 
イラストに隠された危険の芽と発生のおそれのある災害

は、１つや２つだけではありません。イメージを膨らませて

発生しそうな災害をたくさんあげてください。 
 
 

危 険 性 又 は 有 害 性 の 特 定 票 

 
① 危険性又は有害性  「～に、～と」 ② 人  「～が」 

例）廃棄物に混入していた金属片に  例）作業者が  

③ 危険性又は有害性と人が接触する状態  「～するとき、～するため」  

例）廃棄物の選別作業をしているとき  

 

④ 安全衛生対策の不備  「～なので、～がないので」 

例）革手袋をしていないので  

⑤ 負傷又は疾病の状況 「（事故の型）＋（体の部位）を～になる、～する」

例） 手を切る  

 
上記の①～⑤を統合して、危険性又は有害性と発生のおそれのある災害を表現する。 
例）廃棄物を選別しているとき、作業者が革手袋をしていないので廃棄物に混入していた金属片で手

を切る。  


